
 

 

 
 

 

「もうすぐ春」     老人福祉センター所⾧ 油川徹 

                  （大鰐町社会福祉協議会 事務局⾧） 

「晴ればれ通信」を発刊してから１年が経ちました。創刊したころは、１

回目の緊急事態宣言明けの頃でした。今、ニュースを見れば、コロナのこと

ばかりで、マスクをしアクリル板で仕切られているのが当たり前になってし

まいました。それほど新型コロナ感染は脅威でした。 

ここ福祉センターに来る人は必ずマスクをするようになっています。事務

所の前では検温をしていましたが、おでこを出して測るよう言われるように

なりました。その検温も、人力から電子機器へと代わり、素通りするだけと

なりました。いわゆるウィズコロナとか新しい生活様式が浸透し、住民もそ

れに慣れてきたせいです。そんな中、老人クラブ連合会の皆さまは、毎日フ

ラストレーションでいっぱいだったと思います。 

今、コロナのワクチンを接種する動きがあります。いつ、どこでという情

報がまだ流れてこないけれど、早く接種して安心を得たいという気持ちが増

してきました。その安心の下で、「老人クラブ連合会の活動を活性化させたい」

とつくづく思います。老人クラブ員としても、この計画をしてはコロナが管

内で出たのでしばらく我慢しようというやり場のない思いばかりの日々が⾧

く続いております。しかし、もうすぐ春です。雪は解け、日差しも温かくな

ります。今年はきっと元気に活動できる日が来ると信じて、それまでは、密

にならないような活動ですが、創意工夫を凝らしてみんなで楽しみましょ

う。 

 

 

 

1 月 18 日、大鰐町総合福祉センター

において高齢者相互支援研修会を青森

県老人クラブ連合会共催のもと開催し

ました。第１部は「地域支えあい活動」

について社協職員の出町氏にお話しし

ていただきました。その後、虹貝地区他

町内４団体の事例発表があり、いずれもコロナ禍で計画通りには活動出来て

いないものの、これまでの自分たちの活動について詳しく発表してくれまし

た。単位老人クラブや地区での様々な活動を行うためのヒントや刺激になる

内容で、参加者からは、「コロナ禍で大きな行事は難しいが、地区単位の活動

を工夫して継続していこう」という声があげられていました。 

続いての第２部は、会場を３階に移し、金多豆蔵

人形劇を鑑賞しました。様々なイベントが制限され

る中での開催だったのでとても楽しい時間となり

ました。そして最後は老人クラブミニ芸能発表会と

して、会員 2 名の舞踊、そして唐牛と居土地区の有

志会員による団体踊りを披露していただきました。帰り際、参加者からは「今

日は参加して本当に良かった。皆にも会えて楽しかった。来年度こそは芸能

発表会やりたいね。」と会場を後にしていました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４月６日、当連合会第５５回総会が会員３２名参加のもと開催され、新年

度の事業が承認されました。コロナ禍にあっても対策をしながら可能な限り

開催したいという思いで例年並みの事業を計画しました。しかし、大きな事

業ほど開催しづらい状況が続くことが予想されますので、単位クラブにおか

れましては、昨年度よりお知らせしていますが、少人数で対策を工夫しなが

ら活動していただければ幸いです。 
単位老人クラブ名 会⾧名 会員数 

上相生老人クラブ 板垣 年勇 20 

下相生会老人クラブ 菊池 つる 14 

宿川原鶴ヶ花老人クラブ 山 田  司 38 

三ツ目内ほほえみの会 佐々木 操 21 

居土老人クラブ 秋元 健治 23 

高野新田老人クラブ 幸山 精一郎 26 

蔵館老人クラブ⾧生会 米倉 忠英 18 

寿楽会唐牛老人クラブ 藤田 久雄 32 

駒の台老人クラブ 成田 孝昭 19 

八幡館老人クラブ 三浦 ミチヤ 12 

白寿会（九十九森地区） 原子 資茂 30 

総会員数 253 名（4/1 現在）前年比ʷ9 名 

 

 

 
例年 3 月開催のトランプ大会がコロナウ

ィルス感染症の影響で中止となり代替行

事として 3 月 16 日に老連室内グラウンド

ゴルフ大会が行われました。42 名が参加し、

屋外とは違ったレクリエーション感覚で

楽しみ、冬場の運動不足解消となりました。

初めて体験する方も多かったのですが、時

折笑い声も聞かれホールインワンが出るなど大

盛況でした。白寿会(九十九森地区)の活躍が目立

ちましたが、白熱した競技の結果は、以下のとお

りです。 

【経 験 者 の 部】1 位:大湯博隆 2 位:佐藤久子 

【未経験者の部】1 位:菊池耐子 2 位:石郷礼子 

 
 

 

白鳥が群れで飛び去り、春浅い津軽の野山にも蕗のとうが芽を出し、まん

さくの花が咲き、小鳥たちが囀っています。そんな季節を感じられる句が寄

せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 新たに入会したい方、

地区に老人クラブがなく、新

規に立上げたい方がありまし

たら、ご連絡お待ちしており

ます。 

事務局 成田（智）・山口 
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◆大鰐町老人クラブ連合会 

広 報 委 員 会 

(町総合福祉センター内) 

☎４８‐５６５６ 

大鰐町老人クラブ連合会 

締めくくりは、元気に唐牛・居土地区

他の有志会員による手踊り「どだれば

ぢサンバ」 

（左）棟方英文さん、（右）

成田一廣さんによる舞踊 

  



この人に 

聞く 

 

  

昨年 12 月に氏子役員、一般の方々とともに十数人でしめ縄作りを行いま

した。熊野神社普門堂、神明宮、鳥居、銀杏の木、桂の木、夫婦杉等に供え

るため、⾧さ 2ｍから 8ｍのしめ縄を 15 本、慣れた手つきですいすい作る人、

四苦八苦しながら懸命に作る人

それぞれ和気あいあいと行いま

した。出来上がった喜びをお茶を

飲みながら語り合い、来年も元気

に楽しくしめ縄作りを行うこと

を誓い合い解散しました。 

 

 

宿川原老人クラブでは１月 20 日に

宿川原生活改善センターにて江刺家

操氏を講師に迎え、料理教室を開催。

参加者は 10 名でマスク着用、手指消

毒、こまめな換気に気を配り実施しま

した。献立はサラダ・オードブル、ホ

タテ貝のソースプールブラン、柔らか

ハンバーグ、太巻きずしでした。フレンチドレッシングの作り方や料理のポ

イントも教えていただき、盛り付け方も勉強になりまし

た。会食後は講師を囲んで料理や奉仕活動などの今後の

企画について話し合い大変楽しいひと時でした。講師の

江刺家氏には、ご多忙の折協力くださり大変感謝致して

おります。 

 

 

2 月 2 日の節分の日、老人集会所（いこいの家）に役員他 15 名が集まり、

落花生の豆で「⿁は外、福は内、コロナは退散！」と大きな声を張り上げ勢

いよく豆をまきました。その後は、皆で

作った炊き込みご飯、豆腐やなめこの味

噌汁、酒粕で作った甘酒、持ち寄った漬

物などを美味しくいただきました。「まみ

しぐ」良い年となりますようにと皆で会

話が弾んだひと時でした。ついでに自分

の心に宿っている⿁も払われたような楽

しい一日でした。 

昨年より始めた温泉旅行です

が、3 月７日、今年は西目屋村も

りのいずみへ日帰りで実施しま

した。新型コロナウィルスの影響

もありましたが、親睦を図ること

を目的として会員１３名が参加

しました。道中、雪の量が多く驚

きましたが、現地では約５時間、

会話を楽しみ、つながりを深めら

れたと思います。帰りは道の駅で

お土産を買い、その場所から見た岩木山が普段とは全く違う姿に感動し良い

思い出となりました。 

新年度がスタートし、桜の開花が待たれる頃となりました。そろそ

ろ田畑の耕作も始まり、忙しくなってきたのではないでしょうか…。

昨年度はコロナ禍で予定していた様々な行事が中止となり寂しい思い

を致しました。日常の当たり前にして来たことが一番幸せなことと感

じます。今年度はあれこれ工夫しながら仲良く楽しく活動できますよ

うに、まずはお互い健康に過ごしましょう。（広報委員Ｔ.Ｋ） 

昭和 2７年はラジオの全盛期であり、各家庭の茶の

間にある箪笥の上に置かれ、正さに鎮座ましますと

いう感じである。ラジオからは子供向けの連続放送

劇が流れた。「新諸国物語」である。「白鳥の騎士」「笛吹童子」「紅孔雀」「オ

テナの塔」「七つの誓い」と続いた。映画化されたのは翌年からであった。特

に印象深いのは笛吹童子である。「ヒャラリヒャラリコ、シャリコシャラレロ」

の主題歌と「天下は麻の如く乱れた応仁の乱のころ…」という語りで始まっ

た。その「笛吹童子」で悪役的存在だった霧の小次

郎が余りの人気だったので、それを主人公に「霧の

小次郎」という姉妹編が作られた。そして敵役だっ

た「三日月童子」という映画も制作された。私は、

紅孔雀の主題歌「まだ見ぬ国にすむという。紅き翼

の孔雀どり…」を、今も億面もなくカラオケで歌っ

たりする。妙に懐かしい。映画は娯楽の王様だった。

また当時は大鰐営林署が全盛を極めていた。広大な

貯木場、20 世帯近い官舎群、修理場や管理場など

の建築物。構内には売店や床屋があり、まちには温

泉完備の寮があった。そして青森林友、県下のスポーツ界の一大勢力であっ

た。旧大鰐役場(現東奥信用金庫）を出発地点に阿闍羅山頂を目指し折り返す

マラソン大会もあった。常に上位を独占していたのは林友勢であった。営林

署職員の婦人方は「官舎の奥様」と呼ばれていた。大鰐町を訪れた著名人は、

佐藤紅緑、高浜虚子、田山花袋、大町桂月、あるいは葛西善蔵、石坂洋二郎、

太宰治などがいた。また、明治 17 年には蓑虫山人も来訪したらしい。「花は

移ろい、日は傾き世の習い」か。「雁の声、つげる大鰐のもやし売り」か。「栄

枯盛衰、老少不定、生者必滅」か。懐古趣味者の戯言なり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～特定健診・がん検診を受けましょう～ 
「元気だから大丈夫。」「新型コロナウイルス感染症が怖い。」などの理由

で、特定健診やがん検診の受診を控えていませんか？ 

生活習慣病やがんなどは自覚症状が現れにくく、気がつかないうちに病気

が進むおそれがあります。そのため、特定健診やがん検診を定期的に受診し

て健康状態を把握することが大切です。 

特定健診やがん検診の受診にプラスして、日々の生活習慣を見直すことで

健康に過ごしましょう。 

 

特定健診▷健康状態や生活の問題点が分かります。 

生活習慣の改善によって、病気の予防につながります。 

がん健診▷がんの早期発見ができ、早期治療につながります。 

 

・１日３回規則正しく、バランスのよい食事を心がけましょう。 

・今までより、1 日 10 分多く体を動かしましょう。 

・たばこは動脈硬化を進行させます。早めの禁煙を。 

・お酒の飲みすぎに注意し、週に２日は休肝日としましょう。 

１．年一回特定健診やがん検診を受診する 

２．日々の生活習慣を見直す 

⾧年、蔵館老人クラブ会⾧を務められ、シルバー人材

センターでは今も元気に活躍している米倉さん。特に冬

期間の除雪作業では、若い人にも負けない仕事ぶりに驚

かされます。ご本人に健康の秘訣を聞くと「酒も飲まず

タバコも吸わないし、何でもよく食べおやつはするめや

かりんとう等硬いものをよく食べる。趣味はドライブだ

が、シルバー人材センターから仕事の依頼が来ると嬉し 

いので体を動かすことが趣味かな。」と話す。とても 83

歳とは思えないしっかりとした足腰や姿勢は、普段の生活習慣から来ている

ものだった。地域のかかわりの中で元気に過ごし、必要とされる存在であり

たいという思いが伝わってきた。 

【米倉忠英さん】 


